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	別表３
	（目的）

	第１条　この規程は、児童福祉法及び子ども・子育て支援法の規定に基づき、ヤクルト乳幼児保育クラブぞうさん（以下「保育園」という。）の運営方針、職員の区分、定数及び職務内容、保育方法、費用その他保育園の運営に関し重要な事項を定めることにより、効率的かつ透明性の高い保育園の運営を確保し、入所する子ども及びその保護者に対し適切な保育を提供することを目的とする。
	（保育園の名称等）

	第２条　株式会社岩見沢ヤクルトが設置する保育園の名称及び所在地は、次のとおりとする。
	(1) 名称　　　ヤクルト乳幼児保育クラブぞうさん　
	(2) 所在地　　江別市元町２０－１２
	（運営方針）

	２　保育園の、運営にあたっては、江別市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例、及びその他関係法令等を遵守するものとする。
	（対象及び利用定員）

	第４条　保育園は、３号認定の子ども（子ども・子育て支援法第19条第１項及び第３号に掲げる小学校就学前子どもをいう。以下同じ。）並びに児童福祉法第24条第６項の規定に基づき措置された子ども（以下これらを「子ども」という。）を保育する。
	２　保育園は、次に掲げる利用定員の範囲内で子どもを受け入れるものとする。
	(１) ３号認定子どものうち満１歳以上の者　16人
	(２) ３号認定子どものうち満１歳未満の者　3人

	３　前項の規定にかかわらず、保育の利用の需要の増大や措置児童に対する対応、その他やむを得ない事情があるときは、前項に規定する利用定員を超える子どもを受け入れることができる。
	（職員の職種及び員数）

	第５条　保育園に次の各号に掲げる職員を置き、その員数は前条第２項に規定する利用定員に対し、当該各号に掲げる数とする。
	ただし、前条第３項の規定に基づき子どもを受け入れ、又は前条第２項に定める利用定員を下回る子どもを受け入れるときは、その数に応じて江別市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例第４７条第２項の規定に基づく員数以上の職員を置くものとする。
	(1) 施設長　１人
	(2) 保育士・家庭的保育者　8人～
	(3)事務員　0人(ヤクルト本社1名、乳幼児保育クラブぞうさん本部1名で管理しております)
	(4) 調理員　２人（常勤専従０人、非常勤２人）
	(5) 嘱託医　２人（小児科医１人、歯科医１人）

	２　前項に定める者のほか必要に応じ職員を置くことができる。
	（職務内容）

	第６条　前条第１項各号に掲げる職員の職務内容は、次のとおりとする。
	(1) 園長　　理事会の決定する方針に従い、保育園の管理運営を統括する。
	(2) 保育士　保育に従事し、保育計画の立案、実施、記録及び家庭との連絡等の業務を行う。主任保育士は、園長からの指示に従い、保育内容について保育士を統括する。
	(3) 調理員　江別市の献立を参考に給食献立の立案及び調理、食品の調達計画、調理室及び食品庫等の管理その他給食に関する業務を行う。
	(4) 嘱託医　入所した児童の健康診断と保健衛生の指導に関する業務を行う。
	（職員の資格）

	第７条　職員は、江別市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例第４７条第２項に定める要件に該当する者のうちから園長が任命する。ただし、保育士については、児童福祉法第18条の18の規定に基づき登録を受けた者であることを要する。
	（職員の心得）

	第８条　職員は、運営方針及び社会福祉施設の公共性に則り、その職務の遂行に努めるほか、特に入所している子どもに対しては、無差別平等を旨とし、常に深い理解と愛情を持って接遇するとともに、職員相互の融和と協力を図り、児童処遇の充実に努めなければならない。
	（虐待の防止のための措置）

	第９条　保育園は、入所する子どもの人権の擁護及び虐待の防止を図るため、責任者の設置その他必要な体制の整備を行うとともに、職員に対する研修の実施その他必要な措置を講じるものとする。
	（入所）

	第10条　保育園に入所できる子どもは、原則として、第４条第１項に規定する子どもであって、児童福祉法第24条第３項の規定に基づく利用の調整を受けたもの又は同法第24条第６項の規定に基づき措置されたものとする。
	２　前項の規定により入所した者は、別に定めるところにより、利用料を支払わなければならない。
	３　保育園は、保育の提供に際し、入所する子どもの保護者に対して本規程の概要、職員の勤務体制、利用者負担その他保育の選択に資すると認められる重要事項を記した文書を交付して説明を行い、保護者から同意を得るものとする。
	４　園長又は施設長は保護者から前項の同意を得たときは、支給認定証の内容を確認し、支給認定内容について把握するものとする。
	５　保育園は、子どもの居住地市町村による保育の利用に係る委託、措置等があった場合は、正当な理由がない限り、これらに応じるものとする。
	（退所）

	第11条　保育園に入所した子どもの保護者は、子どもを退所させようとするときは、施設長に退所の届出をしなければならない。
	２　施設長は園長と審議の上、入所した子どもが次の各号のいずれかに該当するときは、保育園を退所させることができる。ただし、前条第１項の規定により入所した子どもを退所させる場合にあっては、あらかじめ入所した子どもの居住地市町村の承認を得なければならない。
	(1) 前条第１項の規定により入所した子どもが３号認定の子どもでなくなったとき、又は児童福祉法第24条第６項の規定に基づく措置が解除されたとき。
	(2)利用料を支払わない場合、その他入所を継続させることが適当でないとき。
	(3)その他、子どもの居住地市町村と協議のうえ保育の提供の継続が適当と認められないとき。
	（保育の内容等）

	第12条　保育は、保育所保育指針の規定に基づくほか、次に定めるものについて行う。
	(1) 給食（昼食及び間食）
	(2) その他必要な保育

	２　保育の提供にあたっては、保育指導計画を作成するものとし、当該計画は、保育所保育指針を基準として、年間、月間、週案及び日案に分けて作成することとする。
	３　保育園の職員は、保育の提供をした際は、保育の提供日、内容その他の事項を記録しなければならない。
	４　園長又は施設長は、入所する子どもの処遇に関する具体的な措置を決定し、その円滑な実施を図るため、必要な時期に関係職員を構成員とする会議を開くものとする。
	（保育を提供する時間及び日）

	第13条　保育を提供する時間は、次の各号に掲げる入所した子どもの保育必要量の区分に応じ、当該各号に定める時間とする。
	(1) 保育標準時間　　午前７時15分から午後6時15分までの範囲内
	(2) 保育短時間　　　午前７時45分から午後3時45分までの範囲内

	２　保育を提供する日は、月曜日から土曜日まで（次条に規定する保育の提供を行わない日に該当する日を除く。）とする。
	（保育の提供を行わない日）

	第14条　保育を提供しない日は、次に掲げる日とする。
	(1) 日曜日
	(2) 国民の祝日に関する法律に定める休日
	(3) 12月31日、翌年１月1日、２日、３日

	２　保育園は、前項に定める日であっても、必要に応じて保育を提供することがある。
	（給食）

	第15条　給食は、できる限り変化に富み、入所している子どもの健全な発育に必要な栄養量を確保するものとする。
	２　給食は、食品の種類及び調理方法について栄養並びに入所している児童の身体的状況及び趣向を考慮したものとする。
	３　給食の調理は、あらかじめ作成された献立に従って行うものとする。
	（健康管理）

	第16条　入所している子どもの健康管理に留意し、少なくとも年２回以上の健康診断を行うものとする。
	２　保育園には、常時、必要な医薬品及び医療器具を備え付けるものとする。
	３　職員の健康診断は年１回以上、調理員等給食関係者の検便は毎月実施するものとする。
	（入所する子どもの生活）

	第17条　保育園の構造設備は、採光、換気等入所する子どもの保健衛生を考慮したものとするとともに、危険防止に十分な処置を講じなければならない。
	２　入所する子どもの使用する居室、便所、衣類、寝具、食器等については、常に清潔に保たなければならない。
	(1) 居室、便所は毎日清掃し、定期的に消毒すること。
	(2) 食器等は、使用後よく洗い、十分に消毒すること。
	（保護者との連絡）

	第18条　園長又は施設長は、入所する子どもの行動や生活、健康状態等について、常に保護者との連絡を図り相互の緊密な意思疎通を図るよう努めるものとする。
	（緊急時等における対応）

	第19条　保育園の職員は、保育の提供を行っている時に、入所する子どもに体調の急変が生じた場合、その他必要な場合は、速やかに当該子どもの保護者又は主治医若しくは嘱託医に連絡する等の必要な措置を講じるものとする。
	２　保育園は、地震等の災害発生時に備え、入所する子どもの引き渡し等について、あらかじめ保護者に周知するものとする。
	（事故発生の防止及び発生時の対応）

	第20条　保育園は、入所する子どもに対する保育の提供により事故が発生したときは、速やかに当該子どもの保護者又は家族、江別市等に連絡を行うとともに、必要な措置を講じるものとする。
	２　保育園は、事故の状況や事故に際して採った処置について記録するとともに、事故発生の原因を解明し、再発防止のための対策を講じるものとする。
	３　保育園は、入所する子どもに対する保育の提供により損害を賠償すべき事故が生じた場合は、損害賠償を速やかに行うものとする。
	（利用者負担その他の費用の種類）

	第21条　保育園は、江別市子どものための教育・保育に関する利用者負担額等を定める条例に定める利用者負担額の支払いを保護者から受けるものとする。
	２　保育園は、保育の提供における便宜に要する費用のうち、別表１及び別表２に掲げる費用の支払を入所する子どもの保護者から受けるものとする。
	３　保育園は、前項に規定する費用のほか、必要に応じ、保育の提供において通常必要とされるものであって入所する子どもの保護者に負担させることが適当と思われる費用について支払いを受けるものとす
	る。
	４　保育園は、前２項の規定の費用の支払いを求めるときは、予め当該費用の使途及び額並びに支払いを求める理由について書面によって明らかにするものとし、保護者から同意を得なければならない。
	第22条　施設長又は防火管理者は、災害防止の入所する子どもの安全を図るため、非常その他急迫の事態に備え、とるべき処置についてあらかじめ対策を立て、毎月１回の避難訓練を行うものとする。
	２　保育園は、地震等の災害発生に備え、入所する子どもの引き渡し方法等についてあらかじめ定めるものとする。
	（研修の実施）

	第23条　社会福祉に従事する職員として、福祉に対する観念と事務及び技能の研修を図るため必要と認められる研修を実施する。
	（帳簿の管理）

	第24条　保育園には、設備、職員、庶務、及び入所する子どもの処遇の状況等に関する帳簿を整備する。
	２　帳簿は、次の示す区分に基づき、別表３に掲げるものを基準として整備を行うものとする。
	(1) 管理に関する帳簿
	(2) 入所する子どもに関する帳簿
	（苦情解決体制）

	第25条　保育園における江別市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例第２１条第１項の規定に基づく、保護者からの様々な意見・要望・苦情・不満に対する適切な対応及びその解決を図るための事項については、「苦情解決規程」の定めるところによる。
	（個人情報の取扱い）

	第26条　保育園が保有する個人情報の保護者及び適切な取扱いに関する事項については、「個人情報取扱規程」の定めるところによる。
	（委任）

	第27条　この規程に定めるもののほか、保育園の管理及び運営に関し必要な事項は、別に定める。
	２　この規程を改正、又は廃止するときは、岩見沢ヤクルト販売株式会社、株式会社ライフサポート慈恵と審議を行いの取締役会の決議を経なければならない。
	附　則

	この規程は、令和3年4月1日から施行する。

